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現代写真 における今 日的視覚性の一様相
市川靖史/京都工芸繊維大学
本発表では ドイッのデュッセル ドルフを拠
点に写真実践を行っている2人のアーティス
ト,トーマス 。シュトルートとアンドレアス・
グルスキーの作品を通 して,時代 と共に変化
する 「見 る制度」の今 日的な側面を考察する
ことを試みた。2人 は共に,二3一 ヨーク近
代美術館所蔵のジャクソン・ポロックの大作,
「Na31」を撮影対象とした作品を制作 してい
る。この2っ の作品はいずれも,展示室の壁
に掛かる絵画を正面か ら捉えた構図であり,
また作品の大きさや額装の体裁も似通 ってい
る。こうした類似点があると同時に2っ の作
品には明確な差異も認められる。 シュトルー
トの作品が,ポ ロックの絵画とその前に立っ
美術館の観客を同時に写 し込んでいるのに対
し,グルスキーの作品には,人影は認められ
ず,絵画 とその周囲の壁面,天 井と床の一部
という要素のみで構成 されている。まず,こ
の点において,2つ の写真イメージが表象す
る空間が,異 なった前提に基づいていること
が確認される。 シュトルー トの場合,展 示壁
面/絵 画平面の手前に観客が写 し込まれてい
ることによって,ニ ューヨーク近代美術館の
展示室という特定の場所の,写真画像による
三次元的再現表象であることが確認される。
一方,グ ルスキーの作品の場合,写真イメー
ジのス トレー トな使用による空間表象である
という性質 は保ちっっも,展示壁面/絵 画平
面 とカメラの間に,他のものは何 も写 り込ん
でいないので,こ の画像 は平面の複製(複写),
言い換えれば二次元的な再現表象 としての性
質を強 く帯びるようになる。 こうした,2作
品の比較によって明解になるそれぞれの特徴
は,写真メディアが根本的に備える属性一線
遠近法に基づ く空間の客観的な記録であると
同時に,印画紙上のイメ=〉 という,平面 と
しての物質的属性一を前提とした上での,各々
の作家の写真に対するスタンスを違いを反映
しているのである。そめことは2人 の一連の
実践をみることで,よ り明解になる。
シュトルー トの作品は主に,い くつかのシ
リーズとして展開されてきており,本発表で
取 りあげた作品は 「ミ3ジ アム ・フォ トグ
ラフス」のシ リーズの中の一点である。 この
シリーズは,.世界中の様々な美術館の展示室
を撮影の対象としているが,そ こでは一貫 し
て,展示品に眼差 しを向ける観客の姿が同時
に写 し出されている。つまり,このジリ塙 ズ
では,展示の空間と芸術作品の関係のみなら
ず,作 品と観客がその都度結ぶ関係が問題 に
されている。シリーズを通して見 るとその関
係の現れ方は様々で,Lある作品では,人々は
目の前の絵画に熱心 に見入 っそいるが,`別め
場所では展示室 は観光客の団体に埋めづ くさ
れ,繁 華街の雑鞜のような様相をみせている。
このように,シ リーズは美術館を訪れる人々
の行 う様々な 「見る行為」の諸相を写 し出し
た類型学 として見ることができるのだが,そ
れと同時に,シ ュトルー トが採用 した撮影法
は,よ りラディカルな問題をも提起 している。
それは,シ ュ トルー トの作品自体 も大きく引
き伸ばされ,額 装されてギャラリーや美術館
に展示されるということである。 したがって
「ミュージァム ・フォ トグラフス」 の展示会
場を訪れた観客は,写真 イメージの中の,作
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品と観客の関係に目を向けると同時に,も う
一つの関係一写真作品とそれを見ている自分
が 「いま ・ここ」で結んでいる関係一に意識
を巡 らさざるを得なくなる。さらに,写真の
観者が,イ メージの中の空間とより積極的な
関係を結ぶように,作品の大きさは,それを
見 る観者の身体スケJVを 基準にして決めら
れているびつまり,観者の身体スケールと,
写真イメージのスケールが違和感無 く連続す
るような大きさとしてそれは制作されている。
それにより,観者は自然に写真の中の空間に
導かれる。そ して,結局のところ,美術館の
絵画作品が観者と共に写されていることによっ
て現前するのは,カ メラの存在なのである。
写真を見る私は撮影時にカメラがセットされ
たその位置に立って,こ の展示空間と向き合
うことになる。いわば写真術が持つ属性の必
然的作用 として,観者は写真が表象する空間
に取 り込まれてしまうの だ。 したがって観者
が行 う,見る行為はカメラの視覚を引き継い
だものとなる。 ここzはそれをシュ トルー ト
が撮影に使用する大型カメラの一般的名称で
ある,「 ビゴーカメラ」 に したが って,
「view」[っま、り眺めるこ・とと規定す ることが
出来 る。:
グルスキーの実践 は,シ ュ トルー トのよ う
な明確 な シ リーズ展 開ではな く,撮 影 の対象
も多様 な範囲 にわた る。 しか し,そ れ らを通
じて,・現 代性 という共通 の要素 を認 める ζと
がで きる。高度 に自動化 された工場,オ リン
ピック会場,金 融市場 の世 界的ネ ッ トワー ク
な ど,現 代社会 に特徴的な様相 が視覚 の対象
と して明確 にあ らわれてい る場 にカ メラは向
け られて いる。.また,グ ル スキーの実践 の こ
うした指 向性 は,撮 影 のモ ティーフだ けでな
く,撮 影以後 の製作過程 にも反 映 されてい る。
それ はと りわけ,鴨彼が デジタル処理 によるイ
メージの加工を利用 しているところに際だっ
て現れている。デジタル処理といって も元の
写真画像 としての性質を大きく逸脱するよう
な処理を加えるわけではない。グルスキーに
おけるデジタル処理の使用は,写真イメージ
を構成する全ての要素を,特定の現代性を示
すような秩序のもとに再構成する目的のため
に使用される。このようにデジタル処理され
ることによって,イ メージからは,空間の特
定の位置か ら捉えた単眼の視覚 という,写真
元来の空間的一貫性が消去されることになる
のだ。 したがって,シ ュトルー トの写真にみ
られた,カ メラが捉えた視覚を後の観者の視
覚が引き継 ぐという作用は,グルスキーの作
品では成立 しにくくなる。先に見たように,
グルスキーの作品では,印画紙という平面 と
しての現実が際だって現れる。ポロックを題
材とした作品で言えば,写真イメージ自体の
平面性 と,ポ ロックの絵画や展示壁面の平面
性が,空聞の表象を通 してというよりは,直
接無媒介に重なり合 っている。 したがって観
者は,作 品に対 して,適切な距離感を把握す
ることが出来ないまま,イ メージと向き合う
ことになる。この場合,観者の 「見る行為」
は,作品平面に対 して平行移動 しなが ら視点
を動か し,「走査(scan)」していくことにな
るだろう。そ して,こ うした見方は,グ ルス
キーが制作過程に取り入れたデジタル処理の
プロセスを反映 したものでもある。つまりこ
の作品でグルスキーが問題にしているのは,
撮影の対象というよりは,作品を見るときの
私たちの振るまいについてであり,デ ジタル
技術が一般化 しつつある今日における,視覚
性の問題にっいてなのである。
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